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太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
が
、
市
内
の
建
築
物

の
屋
根
や
屋
上
、
空
き
地
や
斜
面
地
な
ど
に

も
設
置
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の

規
模
、
形
態
、
色
彩
、
設
置
場
所
な
ど
に
よ

っ
て
は
、
周
囲
の
景
観
に
影
響
を
及
ぼ
す
恐

れ
が
生
じ
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
て

現
計
画
に
対
す
る
課
題
を
検
証
し
た
う
え

で
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
つ
つ
も
、
良
好

な
景
観
の
形
成
と
維
持
を
し
、
後
世
へ
継
承

し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
基
準
や
制
度
を

見
直
し
ま
す
。 

 

 

 

「
犬
山
市
景
観
計
画
」
の
策
定
か
ら
１

５
年
が
経
過
す
る
中
、
人
々
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
や
社
会
経
済
状
況
は
変
化
し
、
ま

た
建
築
物
の
工
法
や
素
材
な
ど
の
新
商
品

が
販
売
さ
れ
、
昨
今
で
は
景
観
づ
く
り
の

ル
ー
ル
が
新
た
な
建
築
物
の
形
態
意
匠
に

合
致
せ
ず
、
基
準
の
形
骸
化
が
課
題
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。 

特
に
、
犬
山
城
下
町
に
お
い
て
は
、
東
海

地
方
を
代
表
す
る
よ
う
な
観
光
地
に
な
っ

た
も
の
の
、
ま
ち
な
み
景
観
の
調
和
を
崩

す
誘
客
第
一
の
屋
外
広
告
物
の
氾
濫
な
ど

が
歴
史
的
な
ま
ち
な
み
の
様
相
を
徐
々
に

変
化
さ
せ
る
要
因
に
も
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。 

ま
た
近
年
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供

給
の
観
点
や
導
入
の
し
や
す
さ
な
ど
か
ら

企
業
や
個
人
宅
に
お
い
て
普
及
し
て
い
る 
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犬
山
城
下
町 

ま
ち
な
み
便
り 

犬

山

市

景

観

計

画

の
改

訂

の
た
め
、 

皆

さ
ん
の
ご
意

見

を
募

集

し
ま
す
。 

景
観
を
取
り
巻
く
課
題
と
計
画
の 

改
訂 

城
下
町
に
お
け
る
建
築
物
の
景
観 

づ
く
り
の
ル
ー
ル
の
変
更
点 

城下町で建築物の 

工事をするときは 

城
下
町
で
は
歴
史
的
な
趣
が
感
じ
ら
れ

る
建
築
物
や
門
塀
に
つ
い
て
は
保
全
、
修
景

を
行
い
、
新
た
に
建
て
ら
れ
る
建
築
物
に
対

し
て
は
周
囲
の
歴
史
的
な
ま
ち
な
み
景
観

と
の
調
和
に
配
慮
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
城
下
町
の
街
並
み
景

観
を
保
全
す
る
た
め
に
順
守
す
べ
き
ル
ー

ル
と
努
力
す
べ
き
ル
ー
ル
を
明
確
に
し
ま

し
た
。
次
の
ル
ー
ル
は
順
守
す
べ
き
ル
ー
ル

と
し
て
い
ま
す
。 

      

 

ま
た
、
時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
新

た
に
次
の
ル
ー
ル
を
追
加
し
ま
し
た
。 

 城下町では全ての建築物に

ついて新築、増築、改築もしく

は移転、外観を変更することと

なる修繕、もしくは模様替え又

は色彩の変更をするときは着

手の３０日前までに届出が必

要です。 

   

● 

周
囲
の
歴
史
的
な
ま
ち
な
み
景
観
と

の
調
和
に
配
慮
し
、
外
観
に
用
い
る
色

は
落
ち
着
い
た
低
彩
度
の
も
の
を
用

い
る
。 

● 

高
さ
の
最
高
限
度
は
１
３
メ
ー
ト
ル

と
す
る
。 

● 
 

● 
夜
間
に
お
い
て
、
過
剰
な
照
明
や
サ
イ

ン
な
ど
は
控
え
、
周
辺
の
景
観
と
調
和

す
る
よ
う
に
配
慮
す
る
。 

● 

太
陽
光
パ
ネ
ル
は
道
路
か
ら
見
え
な

い
部
分
へ
設
置
す
る
よ
う
努
め
、
屋
根

勾
配
と
一
体
と
な
る
よ
う
工
夫
し
、
建

物
の
一
体
性
を
保
つ
よ
う
配
慮
す
る
。 

 

 
 

 作成した犬山市景観計画の素案について、皆さんからの意見を募集します。いただいた意見は取りまとめの上、

回答と合わせて市ホームページと都市計画課で公表します。 

 

募集期間：2月 15日㊌～２月 28日㊋ 

公表場所：市役所１階ロビー、２階都市計画課、各出張所、市図書館で閲覧、 

市ホームページ（ページ番号 1009585 に掲載） 

意見提出：期間中に住所、氏名・意見を記入して、都市計画課か各出張所に直接提出するか郵送、ファックス、 

Ｅ-メールで都市計画課（Fax44-0366 Ｅ-メール 080100@city.inuyama.lg.jp）へ 

犬山市景観計画（素案）パブリックコメント 

 
お知 
らせ 
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犬山城下町の屋外広告物景観の保全のため、広告

物アドバイザー石井氏、夏目氏の協力を得て、令和

４年１０月２９日に２回目の城下町の現地確認を

実施しました。 

広告物を出している店舗へはガイドラインの周

知及びアドバイザーからの提案についてのチラシ

の配布を行いました。 

また、屋外広告物について相談を受けている店舗

へ訪問し、屋外広告物の配置や店内の見せ方などの

提案をしていただきました。 

屋外広告物の設置の時には、屋外広告物アドバイ

ザーからの提案をいただくこともできますので、ぜ

ひ都市計画課までご相談ください。 

 

 
■ 発行 令和５年２月  

■ お問合せ 

犬山市 都市計画課（市役所 2階） 

TEL：0568-44-0331 
 

第２回屋外広告物パトロールを実施！ 

犬山城下町のこれからは皆さんと共にあります。

皆さんの思いを、ぜひお寄せください。 

 

● 

常
設
は
控
え
、
周
囲
の
ま
ち
な
み
景
観

に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
に
配
慮
を
行

い
、
広
告
物
な
ど
も
道
路
側
へ
の
設
置

は
控
え
る
。   

● 

周
囲
の
歴
史
的
な
ま
ち
な
み
景
観
と
調

和
し
た
意
匠
と
し
、
色
彩
は
落
ち
着
い

た
低
彩
度
の
も
の
を
用
い
、
通
り
か
ら
の

見
え
方
に
配
慮
す
る
。 

自
動
販
売
機 

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
・イ
ベ
ン
ト
テ
ン
ト 

そ
の
他
城
下
町
で
の
景
観
配
慮
の
取

組
み
に
つ
い
て 

城
下
町
で
は
建
築
物
以
外
に
も
景
観
に

影
響
を
及
ぼ
す
も
の
が
あ
り
ま
す
。
次
の
も

の
に
つ
い
て
は
新
た
に
配
慮
事
項
を
設
け
ま

し
た
。 

犬山城下町屋外広告物ガイドラインについて 

城下町に相応しい屋外広告物のルールをまとめ

た「犬山城下町屋外広告物ガイドライン」作成から

３年が経過しました。 

ガイドラインを参考に城下町のまちなみ景観と

調和するような屋外広告物を設置している店舗も

増えてきました。 

上記の写真はポップを見やすくまとめている事例

です。 

看板をすぐに変えることは難しいですが、ポップ

などをまとめたり、設置位置を変えたりできるとこ

ろから始めてみませんか。 

 城下町の景観を守るだけでなく、道行く人々が

お店に入りたくなるような、写真を撮りたくなるよ

うなお店作りをしていきましょう。 


